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第1章 調査概要 

1-1. 調査の目的 

平成 23 年 3 月に策定した大田区自転車等利用総合基本計画では、「歩行者にやさしく、安全・快

適に自転車で出かけられるまち」 が計画理念として定められ、計画推進のための施策として「レン

タサイクルシステムの導入検討」が示されています。

また、平成 23 年 3 月に策定した大森駅周辺地区グランドデザイン(以下、グランドデザイン)にお

いて、「まちなかの回遊性と臨海部や羽田空港へのアクセス利便性の高いまち」や「快適・安全な自

転車環境」がまちづくりの目標として示されています。 

本業務は、基本計画やグランドデザインを踏まえ、大田区にふさわしいレンタサイクルシステム、

特に公共交通を補完するコミュニティサイクルシステムの導入検討を行います。 

1-2. 対象地域 

大田区内の全域を対象地域とします。 

ただし、試行実施等の初期導入を大森地域と蒲田地域として、調査・検討を行います。 

また、それ以外の大田区内の地域であっても、事業効果を得られる可能性がある地域は、大森・

蒲田と併せて初期導入地域として調査・検討を行います。 

1-3. コミュニティサイクルとは

コミュティサイクルとは、一つのサイクルポート（自転車の貸出・返却拠点）を中心に往復利用

を行う従来のレンタサイクルと異なり、相互利用可能な複数のサイクルポートからなる、自転車に

よる面的な交通システムです。 

都市内に高密度にポートを配置し、いつでもどのポートでも自転車の貸出し・返却が可能であり、

短時間・短距離の移動を目的とした公共交通を補強する新しい交通手段といえます。 

【コミュニティサイクルの果たす役割・期待される効果】 

●環境負荷の軽減・低炭素社会への貢献

自動車交通の減少による、CO2、粒子状物質等の排出抑制

●回遊性の向上

徒歩より移動距離が長く、バスよりも自由度が高いため区内の回遊

性が向上 

●公共交通の補完

公共交通空白地帯の解消や、短距離の移動に適した補完的な公共交

通機関 

●放置自転車の削減

自転車の共用による自転車台数の抑制により、放置自転車を削減

●観光振興

乗継目的の通過客や単一目的で周遊しない来訪者に、区内周遊の機

会を提供 

●健康増進

自転車利用による、生活習慣病等の予防効果

【コミュニティサイクルのイメージ】 

図 1-1 コミュニティサイクルの概要 

（出典：千代田区ホームページ） 

ポートのイメージ 

出典：千代田区ホームページ 

ポート 

コミュニティサイクルとは、複数のサイクルポート（置き場）で、自由に自転車を借りる、また返

すことができるシステムです（利用者には傷害保険・賠償責任保険がついています）。 

ポート 

ポート 

ポート 

ポート 

ポート 
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1-4. コミュニティサイクル検討に関する上位・関連計画

平成 23 年 3 月に策定した大田区自転車等利用総合基本計画(以下、「基本計画」)では、計画推進の

ための施策として「レンタサイクルシステムの導入検討」が示されています。また、平成 23 年 3 月

に策定した大森駅周辺地区グランドデザインにおいて、「まちなかの回遊性と、臨海部や羽田空港へ

のアクセス利便性の高いまち」などがまちづくりの目標として示されています。 

これら基本計画やグランドデザインを踏まえ、本年度は大田区にふさわしいレンタサイクルシステ

ム、特に公共交通を補完するコミュニティサイクルシステムの導入について検討を行っています。

1-5. 調査・検討の概要 

コミュニティサイクル利用の需要やニーズ等を把握するため、利用ニーズ等把握調査を実施します。

また、他区市町村におけるコミュニティサイクル事業の取り組み事例を収集・整理し、その運用概要

を整理します。これらの結果を踏まえ、需要や運用システム等の検討を行い、「コミュニティサイク

ル導入計画（案）」を作成します。

1-6. スケジュール

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度以降 

＜ 調査・ 検討フ ロー ＞ 

駅周辺エリ アにおける自転車利用の現状整理 

利用ニーズの把握調査 

自転車利用を取り 巻く 現況実態を把握・ 整理 

コ ミ ュ ニティ サイ ク ル利用の需要やニーズを 把

握（ 出発地・ 目的地、 移動交通手段、 移動目的、

移動時間帯、 コ ミ ュ ニティ サイ ク ル利用意向等）  

駅周辺利用者 レジャ ー施設利用者

自転車駐車場利用者 事業者 区民 

事例調査 

他区市町村におけるコ ミ ュ ニティ サ

イ ク ル事業の取組事例を収集・ 整理

千代田区・ 中央区・ 江東区・ 港区の

採用する最新システムの調査 

【 検討する内容】

① コ ミ ュ ニティ サイ ク ルの需要

② 運用システム

③ 管理・ 運営方法

④ 収支計画

⑤ 利用促進方策

⑥ コ ミ ュ ニティ サイ ク ルの導入効果

（ 放置自転車対策、 新たな公共交通手段と し て活用、 環境負

荷軽減、 区内の回遊性向上、 観光・ 地域振興 等）

コ ミ ュ ニティ サイ ク ルの導入計画（ 案） の作成

調査・検討 

・ニーズ等把握調査

・事例調査

・導入計画（案）検討

準備 

・事業者の選定等

実施 

検証 

・検証を踏まえた改善

・拡大の検討
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第2章 大田区の現況 

2-1. 位置・地勢 

 東京都の東南部にあり、東京都特別区の中で最も広い面積（60.66km2）を有しています。 

 区内の地勢は、西北部の丘陵地帯と東南部の低地に分かれています。 

2-2. 人口 

 平成 28.年 1 月現在 712,057 人で、うち、

20,204 人（2.8％）が外国人登録となってい

ます。 

 過去 10 年で人口は、約 36,000 人（+5.3％）

増加しており、増加傾向を維持しています。 

 年代別人口割合は、東京都平均、東京都特別

区平均と比較して、高齢化率（65 歳以上の人

口割合）が若干高くなっています。 

 夜間人口 100 に対し、昼間人口は 98.7 とな

っており、昼夜ほぼ同じ人口です。（出典：

国勢調査平成 22 年） 

 JR線の東側の平坦部で人口密度が高く、西側の丘陵地帯は人口密度が比較的低くなっています。

（出典：国勢調査 平成 22 年） 

2-3. 産業 

＜事業所数＞ 

 区内の全業種の事業所数は、東京 23区内で都心 4

区（千代田区、中央区、港区、新宿区）に次いで

多いが、従業者数は 8番目となっており、事業所

当たりの従業者数は 11 人となっています。（出

典：経済センサス‐活動調査報告 平成 24 年） 

＜工業＞ 

 工場数（1,503 工場）及びその従業者数（22,505

人）は、東京 23区内で最も多くなっています。

（平成 25年 12 月末現在） 

 エリア別では、臨海部や下丸子周辺に工業の従業

者数が多くなっています。 

＜商業＞ 

 区内の卸売業・小売業の事業所数は、6,947 店で

23 区中 3 番目に多く、従業者数は、60,718 人で

23 区中 8番目に多くなっています。 

 商業の従業者数は、羽田空港や蒲田駅、大森駅周

辺、臨海部に多くなっています。 

図 2-2 町丁別従業員者数（出典：工業統計調査 平成 25 年） 

町丁別従業者数

 0 - 200

 200 - 500

 500 - 1000

 1000 - 1500

 1500 - 1884

凡例

町丁別従業者数

～1000人

 1001～5000人

 5001～10000人

 10001～20000人

 20001人～

凡例

図 2-1 大田区の人口推移

（出典：大田区住民基本台帳による各年 1 月１日現在）

 

図 2-3 町丁別商業従事者数の分布 

（出典：商業統計調査 平成 19 年） 
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＜観光（出典：大田区観光統計・マーケティング調査結果・平成 26年）＞ 

 大田区の宿泊客数は、年間 125 万人（平成 26 年）となっており、過去 5 年間で 14％増となっ

ています。一方で東京都全体では過去 5年間で 57％の増加となっています。そのうち、約１割

が外国人であり、その割合も年々増加傾向にあります。 

 区内の主な施設（羽田空港を除く）の年間利用者数は、約 460 万人となっています。 

 羽田空港は、年間約 7,300 万人が利用しています。 

 区内の主なイベントで年間約 128 万人、商店街等で開催されるイベントで約 43 万人が来場して

います。 

 

2-4. 交通 

 パーソントリップ調査結果 (1)

パーソントリップ調査*1の結果から、大田区内の人々の移動の目的、交通手段等を把握します。 

 

 代表交通手段の分担率 ①

 大田区内を出発地とする移動（トリップ*2）において最も多く使われている代表交通手段*3は「鉄

道・地下鉄」（34.5％）、次いで「徒歩」（25.9％）、「自転車」（20.3％）の順となっています。

自転車の分担率*4が最も高い移動目的は、「帰宅」を除くと「自宅－私事」、次いで「私事」、「自

宅－勤務」の順となっています（表 2-1 参照）。 

 

表 2-1 大田区発
*5

の目的別交通手段別トリップ分担率（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 

 
*1 パーソントリップ調査：「どのような人が」「どのような目的で」「どこからどこへ」「どのような交通手段で」移動したか

などを調べる調査。鉄道や自動車、徒歩といった各交通手段の利用割合や交通量などを求めることができます。以下、PT

調査と表記することがあります。 

*2 トリップ：人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単位をトリップと呼びます。  

*3 代表交通手段：複数の交通手段を用いて１つの目的の移動（トリップ。*2 参照）を行う場合の、代表的な交通手段を代表

交通手段と呼びます。代表的とする優先順位は、鉄道、バス、自動車、自動二輪車、自転車、徒歩の順とされています。 

*4 分担率：ある交通手段のトリップ数が全交通手段のトリップ数に占める割合を、その交通手段の分担率と呼びます。 

*5 大田区発：本調査では大田区を出発地とするトリップを大田区発のトリップ、大田区を到着地とするトリップを大田区着の

トリップと呼びます。 

  

目的種類 徒歩 自転車 ２輪車 路線バス
鉄道・地

下鉄
自動車 その他 不明 計

自宅－勤務 9.1% 15.2% 3.0% 2.2% 63.1% 6.4% 0.1% 1.0% 100.0%

自宅－通学 47.6% 8.6% 0.1% 1.4% 38.8% 2.4% 0.1% 1.1% 100.0%

自宅－業務 11.9% 14.7% 3.6% 3.0% 48.7% 17.4% 0.0% 0.7% 100.0%

自宅－私事 35.6% 30.1% 0.8% 4.4% 17.5% 10.3% 0.2% 1.1% 100.0%

勤務・業務 7.3% 8.4% 4.2% 1.7% 23.1% 52.9% 0.5% 1.8% 100.0%

私事 35.0% 23.6% 1.3% 3.8% 24.1% 10.9% 0.1% 1.2% 100.0%

帰宅 28.3% 22.1% 2.2% 3.3% 31.7% 10.1% 0.1% 2.3% 100.0%

不明 21.3% 13.3% 2.9% 4.7% 20.1% 18.2% 0.8% 18.8% 100.0%

計 25.9% 20.3% 2.0% 3.1% 34.5% 12.2% 0.1% 1.8% 100.0%
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 端末交通手段の分担率 ②

 大田区内の駅までの端末交通手段の分担率は、徒歩が

86％を占めており、次いで自転車の6％、路線バス4％、

自動車 2％となっています。 

 平坦部のターミナル駅において自転車の分担率が高

い傾向があり、丘陵部や小さい駅では徒歩の分担率が

高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 目的地別代表交通手段 ③

 大田区発トリップの目的地別代表交通手段 (ア)

 大田区内を出発地とする移動の目

的地は、58％が区内で、次いで品川

区、川崎市、港区の順となっています。（表 2-1 参照） 

 区内の移動の交通手段は、徒歩が 42％、自転車が 32％、自動車が 10％

となっています（表 2-4・P.6 参照）。 

 隣接区（品川区、目黒区、川崎市、世田谷区）への移動において、自転

車の分担率が 10％を超えており、自動車の分担率もそれ以上に高くなっ

ています。（表 2-5・P.6 参照）。 

 隣接区より離れた場所への移動では、鉄道の分担率が 75％を超えていま

す。（表 2-5・P.6 参照）。 

 

 

表 2-3 大田区発トリップの目的地別の代表交通手段分担率 

（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 

 

  

目的地 徒歩 自転車 二輪車 路線バス 鉄道 自動車 その他 不明 計

大田区内 42% 32% 2% 4% 8% 10% 0% 2% 100%

品川区 11% 15% 4% 5% 49% 15% 0% 1% 100%

川崎市 3% 11% 4% 2% 57% 21% 0% 2% 100%

港区 0% 1% 1% 1% 86% 9% 0% 1% 100%

千代田区 0% 1% 0% 1% 92% 6% 0% 1% 100%

世田谷区 6% 10% 3% 5% 50% 24% 0% 2% 100%

目黒区 14% 14% 4% 3% 50% 15% 0% 0% 100%

中央区 0% 1% 0% 0% 89% 8% 0% 1% 100%

江東区 1% 0% 3% 0% 79% 16% 0% 2% 100%

その他 3% 1% 1% 1% 76% 16% 0% 2% 100%

合計 25.7% 20.3% 2.1% 3.1% 34.6% 12.2% 0.1% 1.8% 100.0%

目的地 構成比

大田区内 57.8%

品川区 5.7%

川崎市 4.3%

港区 4.2%

千代田区 2.2%

世田谷区 1.9%

目黒区 1.7%

中央区 1.7%

江東区 0.8%

その他 19.6%

合計 100%

図 2-4 駅別端末交通トリップ数・分担率 

（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 

表 2-2 大田区発トリップの目的地別代表交通手段トリップ数 

（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 
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 大田区内移動の目的別代表交通手段 (イ)

 区内の移動で多いのは、「帰宅」目的の「徒歩」及び「自転車」等となっています。 

 区内移動において、「勤務・業務」目的のみ「自動車」の分担率が 50％と高くなっています。 

 「徒歩」の分担率が比較的高い目的は、「自宅－通学」となっています。 

 自転車の分担率が比較的高い目的は、「自宅－勤務」となっています。 

 

表 2-4 大田区発・大田区着トリップの目的別代表交通手段分担率 

（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 

 

 

 隣接区（品川区・世田谷区・目黒区・川崎市）への移動の目的別代表交通手段 (ウ)

 隣接区への移動においては、区内移動と違い「鉄道」の分担率が最も高くなりますが、「勤務・

業務」目的のみ、自動車の分担率が高くなっています。 

 「徒歩」の分担率が比較的高い目的は、「自宅－私事」となっています。 

 「自転車」の分担率が比較的高い目的は、「自宅－私事」となっています。 

 

表 2-5 大田区発・隣接区着トリップの目的別代表交通手段分担率 

（出典：第 5 回東京都市圏パーソントリップ調査平成 20 年から作成） 

 

  

目的 徒歩 自転車 二輪車 路線バス 鉄道 自動車 その他 不明 計

自宅－勤務 26% 39% 5% 4% 17% 8% 0% 2% 100%

自宅－通学 76% 12% 0% 1% 5% 4% 0% 2% 100%

自宅－業務 26% 31% 6% 5% 11% 18% 0% 1% 100%

自宅－私事 44% 37% 1% 5% 5% 8% 0% 1% 100%

勤務・業務 10% 19% 9% 2% 8% 50% 0% 1% 100%

私事 45% 31% 1% 4% 8% 8% 0% 2% 100%

帰宅 43% 32% 2% 4% 8% 8% 0% 3% 100%

不明 32% 18% 4% 5% 3% 15% 0% 23% 100%

計 42% 32% 2% 4% 8% 10% 0% 2% 100%

目的 徒歩 自転車 二輪車 路線バス 鉄道 自動車 その他 不明 計

自宅－勤務 3% 10% 5% 3% 69% 9% 0% 1% 100%

自宅－通学 9% 9% 0% 4% 78% 0% 0% 0% 100%

自宅－業務 4% 4% 3% 3% 66% 18% 0% 2% 100%

自宅－私事 15% 17% 1% 5% 42% 18% 0% 1% 100%

勤務・業務 2% 3% 2% 1% 22% 67% 0% 2% 100%

私事 13% 14% 3% 4% 48% 18% 0% 1% 100%

帰宅 9% 15% 4% 5% 48% 17% 0% 2% 100%

不明 9% 18% 4% 9% 28% 19% 0% 13% 100%

計 8% 13% 4% 4% 52% 18% 0% 1% 100%
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 自転車利用実態 (2)

 パーソントリップ調査による区内の自転車利①

用 

 大森西・中エリアでの同ゾーン内移動が最も多く、

糀谷・羽田エリア、六郷エリアでの自転車利用が

多くなっています。 

 他ゾーンからの流入が多いゾーンは、蒲田エリア

と大森西・中央エリアです。 

図 2-5 区内のゾーン間自転車トリップ数（第 5 回東京都市圏パーソ

ントリップ調査 平成 20 年から作成） 

 

 
図表 2-6 蒲田駅自転車駐車場利用者の発生距離 

（出典：蒲田駅・大森駅・雪が谷大塚駅周辺自転車等利用実態調査報告書 平成 20 年大田区） 

  

蒲田駅 大森駅 

※大森駅の発生地分布図において、品川区の自転車駐車場利用者は含まれていません。したがって、北側（品川区寄り）から

の利用者数が少なくなっています。 

図 2-7 蒲田駅・大森駅の自転車駐車場利用者の発生地分布図 

（出典：蒲田駅・大森駅・雪が谷大塚駅周辺自転車等利用実態調査報告書 平成 20 年大田区） 
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